
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

  

 ホリスティック医学を学ぶ際の基盤となるのが、ボディ

－マインド－スピリットという３つの有機的な関係性です。 

              現在の医療では、「薬」の位置

づけは大変大きなものとなって

います。物質的・分析的な見方

を中心とする現代の医療におい

て、その中心を担ってきた「薬・

薬学」をホリスティックな方向に 

転換することを目指す、この画期的な「ホリスティック 

薬学試論」講座にぜひご参加ください！ 

 

 

 

★zoom 受講・録画配信受講対応講座★ 

■受講料： ４回 17,600円（税込） 

■講師：・降矢英成/医師・赤坂溜池クリニック院長 日本ホリスティック

医学協会常任理事 医療従事者・セラピストによるホリスティック医学ネッ

トワーク構築に取り組んでいる 著書『ホリスティック医学入門』農文協 

・林真一郎/薬剤師・臨床検査技師 東邦大学薬学部客員講師 グリー

ンフラスコ代表 著書に「臨床で活かせるアロマ＆ハーブ療法」南山堂 

「高齢者介護に役立つハーブとアロマ」東京堂出版など多数 

・ミハエラ・シェルブレア/ブカレスト大学医学部卒 国費留学生で来日 

名古屋大学、神戸 WHOセンター、国連大学で伝統医療や先端医療に

まつわる生命倫理を研究 ホメオパシーやジェモセラピーの普及に従事 

・飯田みゆき/薬剤師。公認心理師。JAMHA 認定ハーバルプラクティショ

ナー。その他、ﾌﾟﾛｾｽﾜｰｸﾌﾟﾗｸﾃｲｼｮﾅｰ、ﾄﾞﾙﾌｨﾝｽﾀｰﾃﾝﾌﾟﾙ FSP3 修了

「認定ヒーラー」など各種セラピーを学んでいる 

■日程：３/９、４/13、５/11、６/８（水）19:15～21:15 

        ＜講座内容の紹介＞ 

○第 1回（３／９） 

「アーユルヴェーダの体系と薬観」 降矢英成 

○第 2回（４／13） 

「ジャムウの体系と薬観」 林真一郎 

○第 3回（５／11） 

「パラケルスス医学の体系と薬観」 ミハエラ・シェルブレ

ア 

○第 4回（６／８） 

「アントロポゾフィー医学の体系と薬観」 飯田みゆき 

 

＊会場：ホリスティックヘルス情報室セミナー室 

 （地下鉄「溜池山王」駅 9番出口徒歩 2分） 

 

◎申し込み方法 

「ホリスティック薬学試論」講座申込みとして、下記の

項目をメールまたはファックスでお送りいただき、お振 

込み下さい。振込みをもって正式受付となります。 

① 講座名②日程③氏名（ふりがな）④住所⑤連絡 

先（当日つながる電話番号）⑥メールアドレス⑦来場受

講・zoom受講・録画配信受講からお選び下さい。 

■ 主催・お問い合わせ： （有）ホリスティックヘルス情報室   

   E メール： hic@a7.rimnet.ne.jp    FAX: 03-5572-8219    

   URL： http://holistichealthinfo.web.fc2.com/index.html 

◎ お振込先 

 三菱ＵＦＪ銀行虎ノ門中央支店 普通５８３２９５０ （有）ホリスティックヘルス情報室 

ホリスティック薬学試論「各種医学の体系と薬観②」 

＜ゲスト・スピーカーズ・レクチャー＞ 

薬を物質・成分を超えた視点でとら

える「ホリスティック薬学」とは！ 

ホリスティックヘルス情報室（赤坂溜池クリニック付属） 

 

＜各回のテーマ・内容＞ 

○第１回：「アーユルヴェーダの体系と薬観」 

 「生命の智慧」ともいわれるアーユルヴェーダは、ヴェーダ哲学

の基盤の上に立った「治療観」と「薬観」をもっています 

 

○第２回：「ジャムウの体系と薬観」 

 インドネシアの伝統医療ジャムウは、アーユルヴェーダの影

響を受けながらも独自の「治療観」と「薬観」をもっています 

 

○第３回：「パラケルスス医学の体系と薬観」 

 伝説の医師パラケルススの独自の宇宙観医基づく錬金術、

そしてホメオパシーにつながる「治療観」と「薬観」を学びます 

 

○第４回：「アントロポゾフィー医学の体系と薬観」 

 ルドルフ・シュタイナーが提唱したアントロポゾフィー（人智

学）の宇宙観・人体観に基づく「治療観」と「薬観」を学びます 


